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特集1

議会報告会で頂いた各地域でのご意見・ご質問を項目別に抜粋させていただきました。 
それぞれの回答はホームページに掲載します。横のQRコードからぜひご覧ください。

議員と語ろう会（議会報告会）
　おおい町議会では、町民の皆さまから信頼される議会、より身近な議会を目指し、議会報告会を
開催しています。今年度は「皆さまのご意見をお聞かせください」をテーマとして、町内の本郷、
大島、佐分利、名田庄各地区で開催しました。いただいた貴重な意見は、今後の議会活動に活かし
ていきます。

広域行政・原子力発電広域行政・原子力発電

産業・観光・道路産業・観光・道路

議会改革議会改革

教育・防災・交通など教育・防災・交通など

●広域事業
・ ごみのカレンダーが見にくいので、改善してほしい。
●火葬場計画
・ 建設の見込みや状況は、プランを住民に示してほ
しい。

●原子力計画
・ 大飯発電所1・2号機が廃炉となり、定期検査で来
ていた人が減り、地元の民宿に影響が出ている。

●安定ヨウ素剤
・ 申請なしでも事前配布できるように働きかけても
らいたい。

●農 業
・ 個人で農業をしているが、農機具代が非常に負担
になり継続が難しくなっていくため、農機具購入
の補助はできないか。

●観 光
・ 教育旅行、宿泊体験や観光に積極的に取り組んで
もらいたい。

●道 路
・ 県道坂本高浜線はいつごろ完成するのか。

●議会改革
・ 現状の議会改革は非常に進んでいると思
う。

●報 酬
・ 報酬は市議会並みの額にして、若い方に
も活躍できるようにすべきと考える。

●通年議会
・ 通年議会になったので、予算に対しても
住民と議論することも視野に入れてほし
い。

●過疎化対策
・ 人口減少による過疎化の懸念、婚活事業
に力を入れてほしい。

・ 学校を出た後、町に戻る対策が必要。
●交通対策
・ デマンドバスで小浜病院に通院したい、
近隣市町へ広域で運行してほしい。
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 �集落を盛り上げるために 
できること
提案
名田庄の特色をいれた 
名田庄すごろくの制作！
今後の課題
すごろくをどう活用するか

中 学 生 議 会
　名田庄中学校2年生14名が「ふるさとSDGs」について発表しました。はじめての議場に最初はと
まどったようでしたが、堂々と大きな声で発表してくれました。
　おおい町議会では、今回提言していただいた意見を参考にしながら、今後も人口減少対策に取り
組んでいきます。

11班班 22班班

 �人口減少する理由はなぜか。 
おおい町から出た人はどこへ行くか
提案
・ 中高生に町内で働ける場所、魅力を紹介する
・おおい町の暮らしをPR

今後の課題
 町民の要望を取り入れる。ほかの市町とは違うおおい町だけの 
支援の良さを改めて知ってもらうために活動する

33--BB班班

 �子育て支援について
提案
おおい町子育て公式LINEの開設！

今後の課題
子育てしている人にどんな支援ができるか

 �子育てにやさしい町を広めて人口減少を防ごう
提案
・子育てをしている人が相談できる場所をつくる
・小さな子どもと一緒に外出できる店をつくる
・今あるお店で子供の日用品も販売
・安全に道を通れるように歩道の整備
今後の課題
・この活動を知ってもらう
・ 町の魅力を県内外に広める活動をする。町民の意見を聞いて一緒
に解決策を考える

 �人口減少を抑えるためにできること
提案
・ インスタグラムの活用
・ 10代20代を対象にしたインスタ映えスポットの発信
今後の課題
・ おおい町に遊びに来る人を増やす
・ おおい町出身の有名人におおい町をインスタグラムに投稿してもらう

33--CC班班

33--AA班班

1月27日
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令和5年度令和5年度 当初予算を可決! 当初予算を可決!

●こども家族館管理運営事業�  
� 1億1,011万6千円

　こども家族館に大型クライミングウォー
ルや空中ハンモックが新たに新設されリ
ニューアルオープンします。それに伴い有
料エリアの利用料金改定が行われます。
　・一般　　　210円　　→　　310円
　・小中高生　100円　　→　　150円
　　※小学生未満無料は変更なし。

問 利用料値上げの理由は。�  
答 �リニューアルすることで利用施設が増え、適

切な運営を行うため理解いただきたい。

こども家族館

●町国際交流協会補助金�  
� 439万7千円

●台湾交流事業� 140万5千円

　コロナ禍で中断していた、台湾淡水区と
の交流やドイツノイマルクト市への派遣を
再開します。

問 台湾淡水区との具体的な交流目的は。�  
答 �友好協定なども視野に入れた交流を行いたい。

国際交流再開

●入学等応援給付金� 2,457万円

　おおい町に住所を有する児童・生徒の入学など
にかかる費用の一部を支援します。
　・小学校入学時　　3万円
　・中学校入学時　　5万円
　・中学校卒業時　　7万円

問 所得制限は設けるのか。�  
答 �設ける予定はない。

●にこにこ赤ちゃん応援事業�  
� 463万7千円

　出産・子育て応援給付金を支給します。
　令和3年度生まれ乳幼児期の健やかな成長と少
子化対策の推進を図るため、子育て世帯へのおむ
つ購入費を助成していますが、おむつ購入支援は
5年度で終了します。
　・妊娠後　　5万円
　・出産後　　5万円

問 おむつ購入助成を終了する理由は。�  
答 �妊娠・出産時合わせて10万円給付することからお

むつ購入費助成以上の支援となるため。

●進学サポート事業� 3,605万6千円

　就学意欲のある若者の未来を応援するため、国
内の大学などに在学する者を扶養する保護者など
へ経済的支援を実施しています。

●出産育児一時金 （町上乗せ予算）�  
� 200万円

出産等に係る一時金が引き上げられます。
　・42万円　→　50万円

子育てを応援 !!
NEW

クライミング
ウォール

ミニボルダリングも

空の上ハンモック
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予算総額143億8,756万円

前年度6月補正後より13億4,948万円増
※昨年度当初予算は骨格予算のため、6月補正予算と比較しています。

●AI型ドリル教材導入�  
� 599万2千円

　小中学生に配布しているタブレット
を利用し、町内の小中学校にAI型ドリ
ル教材を導入します。

問 期待できる効果は。�  
答 �どこでつまずいたのか、そのつまずきの

原因はどこなのかをAIが判断し、その元
まで辿ることで、一人一人の学力に応じ
た演習問題に取り組むことができ、基礎
学力の向上が期待できる。

学力向上に向けて

●プレミアム付商品券発行業務�  
� 2,125万円

　コロナ禍により低迷する町内消費需要を喚起し、
消費拡大を図る。また、物価高騰等を考慮してプレ
ミアム率30％となります。
　・発行セット数 12,500セット
　・購入上限 10セット（6万5千円） /1世帯
　・プレミアム率 30％
　・使用期間 未定（決まり次第広報します）

問 購入場所を増やす計画はないか。�  
答 �SEE SEA PARK事務所とあきない館を予定しているが、

増やせないか商工会と協議する。

●「おおい割」クーポン発行業務� 1,495万円

　「ふく割」と連携し、おおい町外からの収益獲得で
町内経済の早期回復を図ります。
　・3,000円以上利用で1,000円割引

問 参加する町内事業者は。�  
答 �「ふく割」に登録されている事業者に加え、商工会を通

じてPRを行い、参加事業者を増やしたい。

低迷する町内消費を喚起 !
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■賛否が分かれた議案
屋敷 田中 堤 桑田 細川 原田 藤原 辻 尾谷 猿橋啓 浜上 今川 松井 猿橋巧

発委第 2号 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ─ ○
議案第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●
議案第13号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●
議案第16号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●
議案第19号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●
議案第21号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●
議案第23号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●
○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（松井議長は採決に加わらない）

令和５年２月臨時会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先
発委第 1号 議会議員の長期欠席等に係る議員報酬等の特例に関する条例の制定について ── 原案可決

P7
発委第 2号 議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正について ── 原案可決

令和５年３月定例会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先
議案第 1号 令和4年度一般会計補正予算（第8号）

〈予算〉

原案可決 P7～8
議案第 2号 令和4年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

P8

議案第 3号 令和4年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第 4号 令和4年度国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第 5号 令和4年度介護保健事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第 6号 令和4年度介護サービス事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決
議案第 7号 令和4年度簡易水道事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第 8号 令和4年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第 9号 令和4年度特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第4号） 原案可決
議案第10号 個人情報保護法施行条例の制定について

〈総務〉

原案可決
議案第11号 情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 原案可決
議案第12号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第13号 国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決 P8～9
議案第14号 体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決

P9

議案第15号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正について 原案可決
議案第16号 こども家族館運営委員会設置条例の一部改正について 原案可決
議案第17号 デイサービスセンター設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第18号 国民健康保険条例の一部改正について 原案可決
議案第19号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について

〈産建〉
原案可決

議案第20号 エコターミナルの設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第21号 令和5年度一般会計予算

〈予算〉

原案可決

P10

議案第22号 令和5年度後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決
議案第23号 令和5年度国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
議案第24号 令和4年度国民健康保険診療事業特別会計予算 原案可決
議案第25号 令和5年度介護保険事業特別会計予算 原案可決
議案第26号 令和5年度介護サービス事業特別会計予算 原案可決
議案第27号 令和5年度簡易水道事業特別会計予算 原案可決
議案第28号 令和5年度農業集落排水事業特別会計予算 原案可決
議案第29号 令和5年度特定環境保全公共下水道事業特別会計予算 原案可決
議案第30号 工事請負変更契約の締結について（漁港施設整備工事（河村防波堤））〈産建〉 原案可決
発委第 3号 議会の個人情報の保護に関する条例の制定について ── 原案可決
発委第 4号 議会委員会条例の一部改正について ── 原案可決

── 特別委員会の中間報告について ── 中　間　報　告
── 委員会の閉会中の継続審査 ── 閉会中の継続審査
── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣
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令
和
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2
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27
日
〜
3
月
20
日

■
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議
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容

２
月
臨
時
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
発
委
２
件
を
審
査
し

た
。■

議
案
審
議

条
例
改
正
を
可
決

●
発
委
１
号

お
お
い
町
議
会
議
員
の
長
期

欠
席
等
に
係
る
議
員
報
酬
等

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

町
議
会
議
員
の
長
期
欠
席

や
議
員
報
酬
な
ど
の
特
例
に

関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も

の
。

【
提
案
理
由
】

お
お
い
町
議
会
議
員
が
長

期
に
わ
た
っ
て
町
議
会
の
会

議
な
ど
を
欠
席
し
た
場
合
や
、

刑
事
事
件
の
被
疑
者
ま
た
は

被
告
人
と
し
て
法
律
上
の
身

体
を
拘
束
す
る
処
分
を
受
け

た
場
合
に
お
け
る
議
員
報
酬

お
よ
び
期
末
手
当
の
支
給
に

関
し
特
例
を
定
め
る
条
例
を

制
定
す
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
発
委
２
号

お
お
い
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て議
長
（
月
額
）
30
万
を
37
万

５
千
円

副
議
長
（
月
額
）
24
万
５
千

円
を
30
万
７
千
円

議
員
（
月
額
）
23
万
５
千
円

を
28
万
６
千
円

新
た
に
委
員
長
（
月
額
）
29

万
６
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

【
提
案
理
由
】

人
口
減
少
や
地
方
創
生
の

取
り
組
み
な
ど
、
地
方
自
治

体
の
行
政
課
題
が
著
し
く
増

加
す
る
な
か
、
お
お
い
町
議

会
と
し
て
さ
ら
に
民
意
を
反

映
さ
せ
た
議
会
活
動
に
取
り

組
み
、
委
員
会
活
動
の
強
化

や
広
報
広
聴
活
動
の
充
実
、

議
会
改
革
を
行
い
、
議
員

個
々
の
さ
ら
な
る
資
質
向
上

や
研
鑽
に
努
め
る
と
と
も
に
、

議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
適
正

な
額
に
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

討　
論

○
反
対 

今
川 

直
樹 

議
員

報
酬
の
低
さ
は
、
若
手
議

員
の
な
り
手
不
足
の
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

上
げ
幅
で
は
不
足
と
思
う
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

○
反
対 
辻
　
徹 

議
員

議
会
報
告
会
で
町
民
に
対

し
報
酬
引
き
上
げ
の
審
議
の

経
緯
や
必
要
性
を
説
明
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

不
十
分
で
あ
り
、
時
期
尚
早

と
考
え
る
た
め
反
対
す
る
。

■
審
議
内
容

３
月
定
例
会
議
に
付
議
さ

れ
た
、
議
案
30
件
、
発
委
２

件
を
審
査
し
た
。

■
議
案
審
議

補
正
予
算
を
可
決

●
議
案
１
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
８
号
︶

３
５
８
万
３
千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

◯ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置

事
業３

６
０
万
７
千
円
減
額

◯ 

こ
ど
も
家
族
館
管
理
運
営

事
業

８
４
６
万
３
円
減
額

◯ 
あ
か
ぐ
り
海
釣
公
園
管
理

事
業

１
７
７
１
万
円
増
額

◯
橋
梁
維
持
補
修
事
業

２
０
９
９
万
５
千
円
増
額

主
な
質
疑

問
名
田
庄
こ
ど
も
園
の

床
暖
房
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
を
取
り
替
え
る
工

事
に
つ
い
て
、
部
品
の
製
造

会
社
が
令
和
５
年
３
月
末
で

事
業
か
ら
撤
退
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
後
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
ど
う
な
る
の
か
。

 

現
在
の
業
者
は
撤
退

す
る
が
、
今
後
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
他

社
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と

な
る
。

問
沿
岸
漁
業
漁
村
振
興

構
造
改
善
事
業
の
殺

菌
冷
海
水
装
置
更
新
に
つ
い

て
、
設
置
す
る
施
設
は
小
浜

市
に
あ
る
が
、
お
お
い
町
と

小
浜
市
と
の
補
助
額
が
同
率

な
の
は
な
ぜ
か
。

 

県
漁
連
（
小
浜
支

所
）
に
は
、
小
浜
市

の
漁
業
者
お
よ
び
、
お
お
い

町
の
漁
業
者
が
水
揚
し
て
お

り
、
お
お
い
町
の
水
揚
額
は

小
浜
の
約
１
．４
倍
と
な
っ

て
い
る
。
補
助
率
算
定
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
が
70
％
を

補
助
し
、
残
り
30
％
を
県
漁

連
・
お
お
い
町
・
小
浜
市
と

の
協
議
の
う
え
決
め
て
い
る
。

問
国
保
保
険
給
付
事
業

の
一
般
被
保
険
者
療

養
給
費
に
お
い
て
、
令
和
３

年
と
令
和
４
年
を
比
べ
る
と

か
な
り
増
額
し
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
は
。

 

全
国
的
な
傾
向
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
受

診
を
控
え
た
反
動
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
本
町

に
お
い
て
も
同
様
の
要
因
で

増
額
し
て
い
る
と
考
え
る
。
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト

審
議
内
容

討　
論

○
反
対 
猿
橋
　 

巧 

議
員

大
規
模
工
事
な
ど
の
県
営

事
業
費
へ
の
町
か
ら
の
負
担

金
の
問
題
に
つ
い
て
、
制
度

の
撤
廃
や
負
担
率
の
見
直
し

に
よ
り
適
正
・
公
正
な
あ
り

方
を
求
め
る
た
め
反
対
す
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
２
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
２
号
︶

５
３
２
万
７
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
３
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
４
号
︶

４
０
３
０
万
５
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
４
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

４
９
８
万
５
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
５
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
４
号
︶

６
０
０
万
７
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
６
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
２
号
︶

15
万
４
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
７
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
４
号
︶

22
万
６
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
８
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
４
号
︶

４
５
７
万
３
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
９
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
４

号
︶

３
０
１
万
８
千
円
減
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

条
例
制
定
を
可
決

●
議
案
10
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
個
人
情
報
保
護
法

施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
個

人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
関

し
て
必
要
な
事
項
の
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
11
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
お

お
い
町
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
の
設
置
根
拠

お
よ
び
所
掌
事
項
な
ど
の
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
第
14
条
の
罰
則
規
定

に
つ
い
て
、
罰
則
規

定
を
適
用
す
る
守
秘
義
務
の

範
囲
は
。

 

こ
こ
で
い
う
秘
密
と

は
基
本
的
に
個
人
情

報
保
護
法
に
規
定
す
る
秘
密

で
、
個
人
情
報
を
収
集
す
る

目
的
や
同
意
の
有
無
な
ど
、

事
案
事
案
の
状
況
に
よ
る

が
、
こ
の
法
律
で
ル
ー
ル
が

統
一
化
さ
れ
る
こ
と
に
な 

る
。

条
例
改
正
を
可
決

●
議
案
12
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

人
事
院
な
ら
び
に
福
井
県

人
事
委
員
会
の
勧
告
な
ど
に

基
づ
き
、
一
般
職
の
職
員
の

給
料
表
の
改
定
に
準
じ
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
表

を
改
定
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
給
料
表
の
１
級
１
号

給
を
時
給
に
換
算
す

る
と
い
く
ら
に
な
る
か
。

 

時
給
換
算
で
９
２
２

円
と
な
り
、
福
井
県

の
最
低
賃
金
よ
り
高
く
な
っ

て
い
る
。

問
人
事
院
お
よ
び
福
井

県
人
事
委
員
会
の
勧

告
に
基
づ
く
改
定
で
あ
る
が
、

一
般
職
と
同
じ
よ
う
に
昨
年

４
月
か
ら
遡
ら
な
い
理
由
は
。

 

会
計
年
度
任
用
職
員

の
任
用
期
間
は
１
年

間
で
、
任
用
期
間
中
の
報
酬

額
を
示
し
た
雇
用
通
知
書
を

交
付
済
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

任
用
期
間
終
了
後
か
ら
改
定

を
す
る
と
い
う
運
用
を
し
て

い
る
。【

全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
13
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

福
井
県
が
示
す
国
民
健
康

保
険
税
の
標
準
保
険
料
率
を

参
考
と
し
て
、
被
保
険
者
の

負
担
が
急
増
し
な
い
よ
う
、

段
階
的
に
そ
の
標
準
保
険
料

率
に
近
づ
け
る
た
め
、
税
率

を
改
め
る
も
の
。

主
な
質
疑

問
こ
の
改
正
に
よ
っ

て
、
町
の
税
収
へ
の

影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

 

税
率
は
上
が
る
が
、

被
保
険
者
数
の
減
少

や
所
得
額
を
計
算
す
る
と
、

前
年
度
予
算
と
の
比
較
で
２

０
６
万
１
千
円
の
減
と
な
る
。
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト

審
議
内
容

討　
論

○
反
対 
猿
橋
　 

巧 

議
員

物
価
高
騰
や
電
気
料
金
も

高
騰
す
る
中
で
、
町
民
の
暮

ら
し
は
大
変
で
あ
る
。
国
保

加
入
者
の
生
活
の
安
定
を
求

め
る
た
め
反
対
す
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
14
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

社
会
体
育
施
設
と
し
て
所

管
し
て
い
る
名
田
庄
体
育
館

に
つ
い
て
、
現
在
の
使
用
状

況
や
防
犯
お
よ
び
管
理
の
観

点
か
ら
名
田
庄
小
学
校
の
体

育
館
と
し
て
所
管
し
て
い
く

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

主
な
質
疑

問
学
校
体
育
施
設
に
な

る
こ
と
で
、
利
用
に

際
し
新
た
な
制
限
が
生
じ
る

こ
と
は
な
い
か
。

 

社
会
体
育
施
設
で
あ

る
現
状
に
お
い
て

も
、
学
校
を
優
先
す
る
形
で

使
わ
れ
て
お
り
、
実
態
に
即

し
た
形
に
改
正
す
る
も
の

で
、
新
た
な
制
限
が
加
わ
る

こ
と
は
な
い
。

問
社
会
体
育
登
録
団
体

や
サ
ー
ク
ル
利
用
、

個
人
利
用
の
申
請
手
続
き
や

利
用
の
方
法
は
、
大
飯
地
域

と
同
じ
か
。

 

グ
ル
ー
プ
開
放
に
つ

い
て
は
、
10
人
以
上

で
構
成
す
る
団
体
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
へ
の

登
録
を
求
め
て
い
る
。
個
人

利
用
に
つ
い
て
は
５
日
前
に

教
育
委
員
会
へ
申
し
出
を
求

め
て
お
り
、
大
飯
、
名
田
庄

同
様
で
あ
る
。

問
現
状
で
は
学
校
体
育

施
設
の
団
体
利
用
手

続
き
は
厳
し
い
た
め
、
使
い

に
く
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
個
人
は
使
い
易
く

な
る
が
、
登
録
団
体
と
個
人

の
扱
い
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

 

団
体
活
動
の
状
況
な

ど
、
利
用
者
の
意
見

を
聞
き
、
調
整
を
し
て
い
く
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
15
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の

施
行
に
伴
う
本
町
関
係
条
例

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
16
号
︿
総
務
﹀

こ
ど
も
家
族
館
運
営
委
員
会

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
てこ

ど
も
家
族
館
の
適
正
な

運
営
を
図
る
た
め
の
運
営
委

員
会
を
設
置
し
て
い
る
が
、令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
５
年

間
の
指
定
管
理
期
間
の
更
新

に
伴
い
、条
例
の
失
効
日
を
令

和
10
年
３
月
31
日
と
す
る
も
の
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
17
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の

施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
18
号
︿
総
務
﹀

お
お
い
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

出
産
育
児
一
時
金
の
基
本

額
を
現
行
の
40
万
８
千
円
か

ら
48
万
８
千
円
に
引
き
上
げ

る
も
の
。

主
な
質
疑

問
産
科
医
療
補
償
制
度

の
掛
け
金
は
、
受
診

機
関
に
よ
っ
て
上
限
額
内
で

違
い
は
あ
る
の
か
。

 
現
在
の
掛
け
金
は
１

万
２
千
円
で
同
額
で

あ
る
。【

全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
19
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

令
和
５
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
大
飯
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
可
燃
物
の
受
け
入

れ
を
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
お

よ
び
産
業
廃
棄
物
処
分
費
用

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

主
な
質
疑

問
隣
町
は
事
業
系
の
持

込
み
ご
み
に
関
し
て

激
変
緩
和
措
置
を
実
施
す
る

よ
う
だ
が
、
当
町
で
は
そ
の

よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

 

廃
掃
法
に
お
い
て

は
、
事
業
系
ご
み
は

事
業
者
に
お
い
て
処
理
す
る

規
定
が
あ
る
た
め
、
激
変
緩

和
策
は
考
え
て
い
な
い
。

問
ご
み
出
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
現
行
の
物

を
使
う
の
か
。
ま
た
、
広
報

紙
等
で
出
す
日
が
分
か
る
よ

う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

昨
年
末
に
配
布
し
た

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
４
月
か
ら
始
ま
る
新
た

な
分
別
方
法
な
ど
を
記
載
し

て
い
る
。
ま
た
、
併
せ
て
五

十
音
順
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
の

冊
子
も
配
り
、
広
報
紙
に
も

掲
載
予
定
で
あ
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
20
号
︿
産
建
﹀

お
お
い
町
エ
コ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

大
飯
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
運
用

を
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、

お
お
い
町
エ
コ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
使
用
時
間
お
よ
び
使
用
休

止
の
日
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト

審
議
内
容

当
初
予
算
を
可
決

●
議
案
21
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
予
算

１
１
４
億
９
７
０
０
万
円

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
22
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

１
億
１
７
１
４
万
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
23
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

９
億
８
５
３
７
万
７
千
円

討　
論

○
反
対 

猿
橋
　 

巧 

議
員

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

被
保
険
者
お
よ
び
同
世
帯
の

被
保
険
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
を
増
加
さ
せ
、
町
民
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
は
問
題
で

あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

●
議
案
24
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会

計
予
算

８
４
９
４
万
９
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
25
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
介
護

保
健
事
業
特
別
会
計
予
算

９
億
７
３
３
４
万
３
千
円

条
例
制
定
を
可
決

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
26
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

６
６
６
万
３
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
27
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

２
億
２
３
５
２
万
７
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
28
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

３
億
２
９
９
３
万
３
千
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
29
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

１
億
６
９
６
３
万
円

【
全
会
一
致
・
可
決
】

※ 

４・５
ペ
ー
ジ（
特
集
ペ
ー
ジ
）

に
関
連
記
事
あ
り
。

工
事
請
負
変
更 

契
約
を
可
決

●
議
案
30
号
︿
産
建
﹀

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
︵
漁
港
施
設
整
備

工
事
︵
河
村
防
波
堤
︶︶

護
岸
付
近
の
地
盤
が
想
定

よ
り
も
軟
弱
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、捨
て

石
の
不
等
沈
下
や
投
入
量
の

増
加
を
防
ぐ
た
め
、沈
床
マ
ッ

ト
の
一
部
を
よ
り
伸
縮
性
の

高
い
製
品
に
変
更
す
る
も
の
。

・
変
更
契
約
金
額

１
９
３
６
万
円
増
額

・
変
更
後
契
約
金
額

20
億
３
１
９
４
万
２
７
９
９
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

時
岡
組

主
な
質
疑

問
設
計
段
階
の
調
査

と
、
施
工
業
者
が
現

地
を
調
査
し
て
判
明
し
た
地

盤
強
度
の
違
い
の
要
因
は
。

 

令
和
２
年
度
の
基
本

設
計
業
務
の
際
に
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、

軟
弱
地
盤
が
あ
る
こ
と
は
判

明
し
て
い
た
が
、
調
査
箇
所

が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
こ
の
付
近
一
帯

が
全
て
軟
弱
層
で
あ
る
か
ど

う
か
、
調
査
段
階
で
は
確
定

し
て
い
な
か
っ
た
。
実
際
に

工
事
に
入
り
、
詳
細
な
現
地

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
最
初

の
基
本
調
査
時
以
外
に
も
軟

弱
な
箇
所
が
判
明
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

条
例
制
定
を
可
決

●
発
委
３
号

お
お
い
町
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
町
議
会
の

保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
切

な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

条
例
改
正
を
可
決

●
発
委
４
号

お
お
い
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

お
お
い
町
議
会
議
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
予
算
決

算
常
任
委
員
会
の
委
員
定
数

に
つ
い
て
も
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】



Ohi Town Assembly Official Report

Ohi Town Assembly Official Report

No.69おおい町議会だより1 1

特
　
集

審
議
内
容

一
般
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト

活
動
報
告

﹇
期
　
日
﹈
令
和
５
年
２
月
７
日
㈫

﹇
出
席
者
﹈ 

れ
い
な
ん
森
林
組
合　
６
名 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
６
名

主
な
ご
意
見

１ 

後
継
者
不
足
の
問
題

・
求
人
募
集
を
し
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
。

・ 

年
収
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
人
員

が
集
ま
ら
な
い
。

２ 

皆
伐
や
間
伐
で
の
課
題

・ 

間
伐
後
の
植
林
負
担
金
15
％
に
、森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

・ 

植
林
後
の
鹿
害
の
柵
維
持
費
に
も
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

・ 

植
林
は
、
杉
や
檜
の
針
葉
樹
に
コ
ナ
ラ

等
の
広
葉
樹
を
植
林
し
て
い
る
。

・ 

20
年
で
成
木
に
な
る
新
し
い
種
類
の
樹

木
の
植
林
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

・ 

伐
採
の
樹
木
を
、
架
線
を
使
っ
て
枝
ご

と
全
て
搬
出
し
、
山
に
枝
等
の
残
骸
を

残
さ
な
い
た
め
に
も
破
砕
機
導
入
の
補

助
が
必
要
に
な
る
。

３ 

ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
の
協
業

・ 

ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
、
山
林
の

土
場
に
出
向
い
て
、
荷
捌
き
を
し
て

も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

﹇
期
　
日
﹈
令
和
５
年
２
月
９
日
㈭

﹇
出
席
者
﹈ 

大
島
漁
業
協
同
組
合　
６
名 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
５
名

主
な
ご
意
見

１ 

後
継
者
不
足
の
問
題

・ 

事
業
者
と
し
て
独
立
す
る
の
が
難
し
い
。

・ 

婚
活
事
業
を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

２ 

安
定
し
た
収
入
の
確
保

・ 

漁
業
の
休
業
期
間
が
、
収
入
の
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
。

・ 

若
手
の
収
入
確
保
の
た
め
に
ナ
マ
コ
、ア

ワ
ビ
、ウ
ニ
の
放
流
量
を
増
や
せ
な
い
か
。

・ 

海
底
耕
転
や
漁
礁
は
、
良
い
結
果
が
出

て
い
る
。
ま
た
、
加
工
業
な
ど
の
収
入

が
あ
れ
ば
生
活
が
安
定
す
る
。

３ 

資
材
高
騰

・ 

漁
業
で
は
箱
代
、
氷
代
な
ど
の
資
材
高

騰
の
影
響
が
大
き
い
。

４ 

要
望
事
項

・ 

半
島
の
北
側
（
裏
側
）
の
山
肌
が
崩
れ

て
き
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
措
置
が

必
要
。

れ
い
な
ん
森
林
組
合
・
大
島
漁
業
協
同
組
合
と
意
見
交
換

�

産
業
建
設
常
任
委
員
会

﹇
期
　
日
﹈
令
和
５
年
１
月
30
日
㈪

﹇
視
察
先
﹈ 

美
浜
町
大
藪 

学
校
法
人
青
池
学
園
福
井
校 

若
狭
医
療
福
祉
専
門
学
校

﹇
出
席
者
﹈
委
員　
７
名

近
年
、
介
護
人
材
の
確
保
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
町
内
の
介
護
福
祉
施
設
に

お
い
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
不
足
に
よ
る
影
響

が
見
ら
れ
る
状
況
で
す
。
委
員
会
で
は
、

外
国
人
介
護
人
材
の
養
成
を
行
う
専
門
学

校
に
出
向
き
、
人
材
育
成
事
業
の
状
況
や

事
業
概
要
、
課
題
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

●
外
国
人
介
護
職
員
の
現
状

日
本
に
お
け
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協

定
）
に
基
づ
く
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
受

け
入
れ
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
り
、

年
々
増
加
、
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
で

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
老
人

保
健
施
設
な
ど
、
６
７
７
箇
所
の
施
設
等

で
３
１
６
５
人
が
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得

し
て
日
本
の
介
護
事
業
所
で
働
く
た

め
、
外
国
人
が
日
本
の
介
護
福
祉
士

養
成
校
に
留
学
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
青
池
学
園
が
行
う
人
材
育
成
事
業

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
ボ
ホ
ー
ル
州
立
大
学
と

の
協
定
に
よ
り
同
校
内
で
日
本
語
講
座
を

運
営
。
日
本
で
介
護
福
祉
士
と
し
て
永
住

を
希
望
す
る
学
生
が
、
青
池
学
園
フ
ィ
リ

ピ
ン
校
に
進
学
。
日
本
入
国
後
は
、
学
生

寮
で
生
活
し
、
学
生
と
し
て
学
ぶ
傍
ら
学

業
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
外
国
人
の
介
護
士
資
格

・
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
介
護
福
祉

士
養
成
施
設
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
介
護
福
祉

士
試
験
に
合
格

し
な
く
て
も
卒

業
後
５
年
間
は

資
格
を
有
す
る

者
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

（
出
典
元
・
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
「
外
国
人
介
護
職

員
に
関
す
る
介
護
事
業
者
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」）

外
国
人
介
護
人
材
を
養
成
す
る
専
門
学
校
を
視
察

�

総
務
常
任
委
員
会

委員会所管事務調査Reportリポート

一
次
産
業
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
３
月
の
一
般
質
問
で
産
業
建
設
常
任
委

員
会
と
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
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特
　
集

審
議
内
容

活
動
報
告

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

◥�
広
葉
樹
の
植
林
に
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

す
べ
き

町
長	
木
材
売
却
収
入
と
植
林
に
係
る
経
費
と
の
収
支
に
よ
る
地

主
負
担
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い

産
業
建
設
常
任
委
員
会
質
問

問
森
林
の
涵
養
機
能
な

ど
の
自
然
環
境
や
、

動
物
体
系
に
適
し
た
広
葉
樹

を
植
樹
す
る
の
に
、
地
主
負

担
が
大
き
く
、
賛
同
が
得
ら

れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
、
植

林
に
関
し
て
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
で
き
な
い
か
。

︵
町
長
︶
皆
伐
後
の

植
林
の
確
実
な
実
施

は
、
森
林
機
能
の
維
持
に
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
皆
伐

時
の
木
材
売
却
収
入
と
そ
の

後
の
植
林
に
係
る
経
費
と
の

収
支
に
よ
る
地
主
負
担
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た 

い
。問

環
境
譲
与
税
を
活
用

す
る
た
め
、
林
業
関

係
者
の
意
見
が
反
映
出
来

る
、
委
員
会
を
新
た
に
設
け

る
考
え
は
な
い
か
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

森
林
経
営
管
理
制
度

に
基
づ
く
意
向
調
査
の
前
段

階
と
し
て
、
関
係
者
の
意
向

も
含
め
た
森
林
現
況
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
機
会
の

関
係
者
の
意
見
や
ニ
ー
ズ

を
、
活
用
策
の
参
考
と
し
て

い
き
た
い
。

ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と

れ
い
な
ん
森
林
組
合
と

の
協
業
に
つ
い
て

問
ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
が
山
の
土
場
へ

出
向
き
、
木
材
の
判
別
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

新
た
に
町
内
に
独
自

の
集
積
拠
点
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
名
田
庄
以
外
の
場
所

か
ら
の
原
木
を
確
保
し
捌
く

こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。
施

設
の
適
正
な
運
営
と
、
収
益

の
向
上
の
た
め
新
た
な
取
組

に
つ
い
て
様
々
な
選
択
肢
を

考
え
る
。

問
ウ
ッ
デ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
が
破
砕
機
な
ど

を
購
入
し
、
土
場
へ
リ
ー
ス

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
検
討
す
る
。

林
業
事
業
体
を�

育
成
す
る
考
え
は�

な
い
か

問
町
が
助
成
し
て
林
業

事
業
体
を
育
成
す
る

考
え
は
な
い
か
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

「
れ
い
な
ん
森
林
組

合
林
業
振
興
協
議
会
」
の
中

で
、
担
い
手
確
保
と
育
成
支

援
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

い
る
が
、
実
現
に
至
っ
て
い

な
い
。
基
本
的
に
は
森
林
組

合
に
人
材
育
成
に
努
め
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
だ
が
、
同

時
に
町
内
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー

の
芽
は
育
て
て
い
き
た
い
。

子
育
て
応
援
に
つ
い
て

問
今
年
に
入
っ
て
か
ら

の
物
価
高
騰
は
、
子

育
て
世
帯
で
の
影
響
は
非
常

に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
子

育
て
応
援
日
本
一
の
仕
上
げ

政
策
と
し
て
、
小
中
学
校
の

給
食
費
を
無
償
化
す
る
考
え

は
な
い
か
。

︵
町
長
︶
本
町
に
お

い
て
は
こ
れ
ま
で
か

ら
就
学
援
助
に
よ
る
困
窮
世

帯
へ
の
学
校
給
食
費
の
支
援

や
、
精
米
の
国
庫
補
助
廃
止

分
、
消
費
税
増
税
分
、
更
に

昨
年
の
物
価
高
騰
に
よ
る
給

食
材
料
費
の
値
上
が
り
分
の

町
負
担
を
行
い
、
学
校
給
食

費
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
し

て
お
り
、
現
時
点
で
無
償
と

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
大
飯
中
学
校
の
生
徒

が
保
護
者
に
行
っ

た
、
子
育
て
費
用
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
給
食
費
の
無
償

化
を
望
む
声
が
多
い
。
物
価

高
騰
に
よ
り
、
今
年
度
に

入
っ
て
給
食
費
を
無
償
化
す

る
自
治
体
が
急
増
し
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
事
情
は

理
解
で
き
る
が
、
早
い
時
期

に
再
度
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。

︵
町
長
︶
子
ど
も
た

ち
が
毎
日
食
し
て
い

る
給
食
を
通
じ
、
食
へ
の
理

解
や
地
域
食
材
・
地
産
地
消

も
含
め
た
理
解
を
深
め
、
食

育
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
が
、
完
全
無

償
化
は
し
な
い
。

田
たなか
中  秀

ひでき
樹

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
3
月
定
例
会
議
で
は
、
7
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

山土場皆伐の様子

※ 

囲
み
部
分
は
委
員
会
と
し
て
の

質
問
で
す
。
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一
般
質
問

問
令
和
４
年
12
月
24
日

に
発
生
し
た
、
よ
ば

た
川
の
緊
急
増
水
時
の
対
応

は
。

︵
町
長
︶
直
ち
に
佐

分
利
川
か
ら
の
逆
流

を
防
止
す
る
た
め
、
合
流
部

の
排
水
機
場
の
ゲ
ー
ト
を
閉

め
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
強
制
排 猿

さるはし
橋  啓

けいいち
一

水
と
、
佐
分
利
川
河
口
の
土

砂
の
撤
去
を
行
い
、
流
水
の

確
保
を
確
認
し
た
。

問
緊
急
増
水
時
の
原
因

と
今
後
の
対
策
は
。

︵
町
長
︶
佐
分
利
川

の
土
砂
の
堆
積
が
原

因
で
あ
り
、
県
に
早
期
対
策

を
要
請
し
、
河
口
部
閉
塞
の

対
応
を
行
う
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き

県
に
対
し
て
適
正
な
維
持
管

理
な
ど
を
要
請
し
て
い
く
。

問
よ
ば
た
川
付
近
の
排

水
路
は
、
一
部
で
高

い
こ
と
か
ら
、
降
雨
時
に
は

水
が
溢
れ
た
。
商
工
会
館
の

跡
地
に
造
る
新
た
な
タ
ン
ク

は
溢
れ
た
水
も
貯
水
で
き
る

の
か
。︵

建
設
課
長
︶
令
和

６
年
度
に
予
備
設

計
、
令
和
７
年
度
に
実
施
設

計
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
う

い
っ
た
水
量
も
含
め
、
検
討

し
て
い
る
。

問
こ
れ
ま
で
に
除
去
し

た
河
口
の
土
砂
が
付

近
に
残
さ
れ
て
い
る
。
す
べ

て
除
去
す
る
べ
き
だ
が
、
県

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

︵
建
設
課
長
︶
県
は

す
べ
て
の
堆
積
土
砂

を
取
り
除
く
こ
と
は
予
算
上

困
難
で
あ
り
、
水
面
か
ら
出

て
い
る
部
分
を
除
去
す
る
と

し
て
い
る
。

問
西
風
、
潮
流
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
現
象

が
あ
る
が
、
堆
積
を
防
ぐ
抜

本
的
な
対
策
と
し
て
導
流
堤

の
設
置
を
要
請
す
る
。

︵
町
長
︶
潮
流
や
過

去
の
こ
と
な
ど
を
含

め
、
対
策
を
県
と
協
議
し
要

請
を
し
た
い
。
ま
た
、
流
域

治
水
と
し
て
の
田
ん
ぼ
ダ

ム
、
旧
商
工
会
後
の
貯
水
槽

の
設
置
を
含
め
総
合
的
な
観 除去された堆積土砂の状況

点
か
ら
対
応
す
る
。

海
岸
線
の
防
護
対
策

問
青
戸
の
大
橋
付
近
の

沿
岸
付
近
の
海
岸
線

は
、
暴
風
雨
時
に
は
、
波
返

し
を
超
え
て
海
水
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
道
路
に
砂
や
砂
利

が
散
乱
す
る
状
況
で
あ
る
。

何
ら
か
の
対
策
は
。

︵
建
設
課
長
︶
道
路

上
へ
の
砂
の
散
乱
な

ど
に
対
し
、
清
掃
を
行
っ
て

い
る
。
地
域
住
民
や
家
屋
へ

の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
検
討
す
る
。

問
本
郷
漁
港
の
船
揚
げ

場
の
沖
合
に
消
波
堤

が
あ
る
が
、
青
戸
の
大
橋
の

手
前
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が

根
本
的
な
対
策
で
は
な
い
か
。

︵
町
長
︶
消
波
堤
の

延
長
な
ど
に
つ
い
て

は
漁
業
権
の
問
題
な
ど
が
あ

り
、
全
体
を
把
握
し
た
中
で

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
引
き

続
き
課
題
と
し
て
認
識
を
し

て
お
く
。

佐分利川とよばた川合流部ゲート

堆積土砂を除去後の佐分利川河口佐分利川河口の堆積土砂の状況

◥�
佐
分
利
川
の
土
砂
堆
積
の
抜
本
的
対
策
は

町
長	
総
合
的
観
点
か
ら
対
応
す
る

波
返
し
を
超
え
て
道
路
上
に
砂
が
散

乱
す
る
箇
所

暴
風
雨
に
よ
り
排
水
路
へ
カ
キ
の
殻

な
ど
が
侵
入
し
た
状
況
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ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

産
業
建
設
常
任
委
員
会
質
問

問
農
地
を
守
る
た
め
の

受
け
皿
と
な
る
就
農

者
が
不
足
し
て
お
り
、
新
規

就
農
者
を
増
や
す
た
め
の
政

策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

︵
町
長
︶
農
業
者
の

現
実
的
な
観
点
か
ら

の
重
要
な
意
見
と
受
け
止
め

て
い
る
。

　
農
業
委
員
会
を
中
心
に
地

域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
農

地
の
利
用
策
、
県
な
ど
の
助

成
制
度
の
活
用
も
含
め
、
必

要
な
施
策
を
講
じ
た
い
。

問
グ
リ
ー
ン
大
飯
農
業

公
社
で
、
新
規
就
農

者
の
研
修
等
が
で
き
な
い
か
。

︵
町
長
︶
現
状
で
は

栽
培
技
術
や
経
営
を

は
じ
め
と
す
る
就
農
研
修
を

実
施
す
る
体
制
に
な
っ
て
い

な
い
。
今
後
は
担
い
手
の
育

成
も
含
め
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
組
織

運
営
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
耕
作
放
棄
地
を
解
消

す
る
た
め
給
食
畑
を

農
家
に
依
頼
し
、
地
産
地
消

の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
考
え

は
。

︵
学
校
教
育
課
長
︶

現
在
、
地
元
の
農
業

者
が
つ
く
ら
れ
た
食
材
を
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
納
入
し

て
い
る
た
め
、
農
業
者
と
の

連
携
は
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
は
食
材
の
専
用

畑
と
し
て
の
農
業
者
と
契
約

す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

問
農
業
機
械
修
理
に
対

す
る
補
助
支
援
な
ど

は
実
現
で
き
な
い
か
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

械
器
具
の
故
障
原
因

は
、
使
用
条
件
や
環
境
条
件

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
律
に
補
助
す
る
こ

と
は
公
平
性
に
欠
け
る
た

め
、
修
理
に
関
し
て
は
経
常

的
な
経
費
と
し
て
経
営
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
既
存
の
農
機
具
等
購

入
支
援
は
拡
大
で
き

な
い
か
。︵

副
町
長
︶予
算
枠
の

拡
充
は
考
え
て
い
な

い
が
、突
発
的
な
故
障
な
ど

の
対
応
は
、地
域
に
与
え
る

影
響
も
勘
案
し
な
が
ら
、そ

の
都
度
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◥�

新
規
就
農
者
を
増
や
す
政
策
が
必
要
で
あ
る

町
長	

農
業
委
員
会
な
ど
の
意
見
を
聞
き
、必
要
な
施
策
を
考
え
る

細
ほそかわ
川  正

まさひろ
博

物
価
高
へ
の
対
応
は

問
認
定
農
業
者
や
漁
業

者
な
ど
に
対
す
る
支

援
と
し
て
１
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
10
円
の
燃
油
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
拡
充
で
き
な
い

か
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

燃
料
価
格
に
つ
い
て

は
、
政
府
の
激
変
緩
和
対
策

が
令
和
４
年
４
月
か
ら
導
入

さ
れ
て
お
り
、
燃
料
の
価
格

上
昇
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
国
や
県
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
た
い
。

問
電
源
供
給
地
の
町
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
支

援
策
と
し
て
、
国
が
支
援
す

る
電
気
代
高
騰
対
策
に
独
自

の
上
乗
せ
は
で
き
な
い
か
。

︵
副
町
長
︶
立
地
自

治
体
と
し
て
原
子
力

立
地
給
付
金
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
町
独
自
の
負
担
軽
減

が
あ
る
。
ま
た
、
電
気
代
を

対
象
と
し
た
助
成
制
度
は
手

続
的
に
非
常
に
煩
雑
で
あ
る

た
め
、
現
実
的
に
は
難
し
い
。

問
町
民
の
生
活
を
守
る

た
め
、
町
で
各
種
支

援
策
を
考
え
る
の
で
、
そ
の

財
源
を
出
す
よ
う
に
国
や
県

に
提
言
す
る
考
え
は
な
い
か
。

︵
町
長
︶
国
の
画
一

的
な
対
策
だ
け
で
は

町
の
実
態
に
即
さ
な
い
こ
と

は
理
解
し
て
い
る
が
、
追
加

の
経
済
対
策
も
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
の

動
向
を
一
層
注
視
し
、
今
後

は
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

空
き
家
問
題
は
深
刻

問
お
お
い
町
の
空
き
家

は
ど
れ
だ
け
あ
る
の

か
。

︵
建
設
課
長
︶
令
和

５
年
２
月
末
時
点
の

空
き
家
件
数
は
、
現
況
の
ま

ま
で
使
用
可
能
ま
た
は
比
較

的
小
規
模
な
修
繕
で
使
用
で

き
る
も
の
が
１
９
７
軒
、
居

住
用
と
し
て
は
ほ
ぼ
使
用
で

き
な
い
も
の
が
32
軒
と
合
わ

せ
て
２
２
９
軒
と
な
っ
て
い

る
。問

お
お
い
町
の
空
き
家

除
却
に
対
す
る
支
援

は
手
厚
い
が
そ
れ
故
に
申
請

等
が
煩
雑
で
あ
る
。
担
当
課

と
し
て
の
認
識
は
。

︵
建
設
課
長
︶
申
請

さ
れ
る
方
の
状
況
に

応
じ
て
、
相
談
を
受
け
な
が

ら
ス
ム
ー
ズ
に
申
請
、
調

査
、
そ
の
後
の
除
却
と
進
め

て
い
け
る
よ
う
、
町
と
し
て

も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

※ 

囲
み
部
分
は
委
員
会
と
し
て
の

質
問
で
す
。
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審
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内
容

ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

問
当
町
は
子
育
て
応
援

日
本
一
を
掲
げ
実
績

を
重
ね
て
い
る
が
、
国
や

県
、
日
本
全
体
で
子
育
て
支

援
策
の
充
実
が
進
ん
で
い

る
。
今
後
の
町
の
独
自
性
や

特
色
を
ど
う
出
す
の
か
。

︵
町
長
︶「
第
３
期
お

お
い
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策

定
に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
の

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、「
子
育

て
に
や
さ
し
い
町
」
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
取
組
を
検
討

し
、
必
要
な
支
援
策
を
打
ち

出
す
。

問
子
育
て
世
代
か
ら
、

い
つ
で
も
集
え
る
場

所
が
欲
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

︵
す
こ
や
か
課
長
︶

各
保
育
園
内
に
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
子
育
て
の
不
安
や
悩

み
相
談
、
親
子
の
交
流
等
を

行
っ
て
い
る
。

問
町
の
子
育
て
支
援
の

平
等
化
と
し
て
、

「
進
学
サ
ポ
ー
ト
」
の
所
得

制
限
を
外
し
て
は
ど
う
か
。

（
地
域
振
興
対
策
特
別
委
員

会
の
合
意
意
見
と
し
て
提
案
）

︵
町
長
︶
国
が
子
育

て
支
援
施
策
に
関
す

る
所
得
制
限
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
、
そ
の
考
え
方
も
参

考
に
し
つ
つ
、
し
っ
か
り
と

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
夏
の
夕
活
勤
務
制
度

は
、
時
間
の
有
効
活

用
と
な
り
、
育
児
参
加
や
地

域
活
動
、
生
産
性
向
上
に
つ

な
が
る
た
め
、
通
年
で
行
っ

て
は
ど
う
か
。

︵
総
務
課
長
︶
現
在

は
法
律
や
条
例
に
基

づ
き
、
勤
務
時
間
の
振
替
と

い
う
特
例
的
な
措
置
や
運
用

と
な
っ
て
い
る
。

結
婚
応
援・少
子
化

対
策

問
少
子
化
対
策
の
入
口

は
結
婚
支
援
。
結
婚

支
援
策
充
実
と
し
て
、
町
を

挙
げ
て
結
婚
を
応
援
し
、
祝

い
、
受
け
入
れ
る
環
境
や
、

結
婚
を
望
む
方
へ
き
っ
か
け

づ
く
り
の
多
様
化
や
サ
ポ
ー

ト
の
充
実
が
必
要
で
は
。

︵
住
民
窓
口
課
長
︶

未
婚
化
問
題
は
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
提
案
を
検

尾
おだに
谷  和

かずえ
枝

討
す
る
。
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
や
、
結
婚
支
援
な

ど
、
国
・
県
・
町
そ
れ
ぞ
れ

の
施
策
が
あ
る
が
、
婦
人
福

祉
協
議
会
等
と
官
民
連
携

し
、
更
な
る
施
策
の
充
実
に

努
め
る
。

移
住
先
と
し
て
選
ば

れ
る
に
は

問
移
住
希
望
者
と
、
住

居
・
地
域
を
繋
ぐ

マ
ッ
チ
ン
グ
や
フ
ォ
ロ
ー
な

ど
、
お
節
介
な
関
わ
り
が
必

要
で
は
。︵

ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
Ｈ
Ｐ
の
移

住
定
住
情
報
を
、
町
の
魅
力

や
施
策
が
探
し
や
す
く
わ
か

り
や
す
い
内
容
に
更
新
す
る
。

問
移
住
者
の
ハ
ー
ド
ル

は
ま
ず
は
住
居
。
空

き
家
バ
ン
ク
の
選
択
肢
充
実

や
、
連
携
が
必
要
。

︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

ほ
か
の
課
と
連
携

し
、
オ
ー
ル
お
お
い
町
で
柔

軟
に
移
住
者
に
寄
り
添
っ
て

い
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

原
子
力
政
策
の
閣
議

決
定

問
原
子
力
政
策
「
Ｇ
Ｘ

方
針
」
で
原
子
力
の

最
大
限
活
用
と
責
任
の
明
確

化
・
運
転
期
間
延
長
・
建
て

替
え
な
ど
が
示
さ
れ
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
立
地
町
の
受
け

止
め
は
。︵

町
長
︶
資
源
小
国

で
あ
る
日
本
に
と
り

現
実
的
で
必
要
な
決
断
が
な

さ
れ
た
と
受
け
止
め
て
い

る
。
一
元
的
責
任
を
有
す
る

国
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
前

面
に
立
ち
、
国
民
理
解
の
促

進
と
、
立
地
自
治
体
と
の
信

頼
関
係
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
更
な
る
緊
張
感
を
持
ち
、

安
全
性
の
向
上
に
つ
な
が
る

原
子
力
政
策
の
進
化
を
注
視

し
、
関
係
機
関
へ
の
要
請
等

を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
。

問
大
飯
発
電
所
も
建
て

替
え
の
対
象
と
な
る

可
能
性
が
出
て
き
た
が
。

︵
町
長
︶
よ
り
安
全

な
設
計
思
想
の
炉
で

リ
プ
レ
ー
ス
の
可
能
性
が
出

て
き
た
こ
と
は
、
一
つ
の
選

択
肢
と
し
て
安
全
性
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問
国
が
前
面
に
立
つ
と

改
め
て
示
さ
れ
た
こ

と
で
、
国
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
全

般
を
見
通
し
て
主
導
し
、
政

争
で
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
立
地

町
と
し
て
監
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

︵
町
長
︶
今
回
、
閣

議
決
定
に
至
っ
た
こ

と
が
大
き
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
の
確
保
は
国
の
根

幹
を
な
す
も
の
。
専
門
的
科

学
的
知
見
を
取
り
入
れ
、
安

全
性
を
確
保
し
、
政
府
が
前

面
に
立
っ
て
一
元
的
責
任
を

有
し
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、

主
張
し
要
請
し
て
い
く
。

◥�「
進
学
サ
ポ
ー
ト
」所
得
制
限
な
し
に

町
長	
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
る
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ア
ン
ケ
ー
ト

一
般
質
問

問
引
き
続
き
15
年
も
の

長
き
契
約
を
結
ぶ 

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
し
た
経
緯

と
メ
リ
ッ
ト
は
。

︵
町
長
︶
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
に
よ
り
施
工
費
お

よ
び
維
持
管
理
、
運
営
費
の

縮
減
効
果
が
見
込
ま
れ
、
か

つ
15
年
間
の
長
期
契
約
と
す

る
こ
と
で
人
員
の
確
保
や
人

材
育
成
の
面
で
、
よ
り
安
定

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期

待
で
き
る
。
ま
た
、
民
間
事

業
者
が
持
つ
企
画
力
な
ど
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
魅
力

的
な
サ
ー
ビ
ス
提
案
な
ど
を

通
じ
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
が
期
待
で
き
る
点
な

ど
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
る
。

問
北
陸
新
幹
線
利
用
者

の
集
客
の
た
め
、
特

色
あ
る
ホ
テ
ル
に
す
べ
き
だ
。

︵
副
町
長
︶
北
陸
新

幹
線
敦
賀
開
業
を
十

分
に
考
慮
し
、
嶺
南
地
域
へ

の
観
光
振
興
波
及
効
果
の

最
大
化
を
図
る
よ
う
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
事
業
工
程
の

検
討
を
求
め
て
い
る
。

※ 
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、公
共
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
手
法
の
一
つ
。
民

間
の
資
金
と
経
営
能
力・技
術
力

（
ノ
ウ
ハ
ウ
）を
活
用
し
、公
共
施

設
等
の
設
計・建
設・改
修・更
新

や
維
持
管
理・運
営
を
行
う
公
共

事
業
の
手
法
。

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
ス

パ
の
部
分
も
含
ま
れ

る
が
、
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
の
今
、

サ
ウ
ナ
の
改
修
な
ど
サ
ウ
ナ

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
が
有
効

で
は
。︵

商
工
観
光
課
長
︶

今
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
お
い
て
有
効
な
コ
ン
テ

ン
ツ
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

は
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
事

業
者
か
ら
の
提
案
を
踏
ま

え
、
検
討
し
て
い
く
。

問
町
民
に
も
利
用
し
や

す
い
ホ
テ
ル
に
す
べ

き
。

︵
商
工
観
光
課
長
︶

応
募
事
業
者
に
は
創

意
工
夫
を
発
揮
し
た
積
極
的

な
提
案
を
期
待
し
て
い
る
。

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が
次
世

代
の
人
た
ち
や
将
来

に
わ
た
り
、
負
の
財
産
を
引

屋
やしき
敷  浩

ひろみち
道

き
継
が
な
い
よ
う
に
。

︵
町
長
︶
15
年
前
と

は
違
い
現
在
は
、
北

陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
含

め
、「
青
々
吉
日
」
な
ど
い

ろ
ん
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
打

た
れ
る
中
、
シ
ー
シ
ー
パ
ー

ク
も
建
設
し
、
そ
し
て
大
規

模
商
店
も
誘
致
を
し
て
、
本

当
に
賑
わ
っ
て
い
る
状
況
。

今
後
こ
の
賑
わ
い
を
さ
ら
に

高
め
て
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
へ

の
考
え
方
は

問
例
年
と
は
違
っ
た
開

催
方
法
と
な
っ
た
去

年
の
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
に
つ

い
て
、
町
の
評
価
は
。

︵
町
長
︶
コ
ロ
ナ
禍

で
の
開
催
は
、
感
染

対
策
を
い
か
に
行
う
か
が
鍵

に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
事

前
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
よ
る

来
場
者
数
の
制
限
に
加
え
、

当
日
の
来
場
者
の
入
退
場
管

理
が
機
能
し
た
こ
と
は
今
後

イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
く

上
で
大
き
な
収
穫
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
大
き

な
混
乱
や
事
故
も
な
く
無
事

開
催
で
き
た
こ
と
に
対
し
、

小
浜
警
察
署
を
は
じ
め
、
多

く
の
関
係
者
の
方
か
ら
実
行

委
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
や
功

績
を
た
た
え
る
お
声
を
頂
戴

し
て
い
る
。
私
自
身
も
実
行

委
員
の
皆
さ
ん
の
心
意
気
や

行
動
力
を
高
く
評
価
し
て
い

る
。問

長
井
浜
と
う
み
ん
ぴ

あ
エ
リ
ア
を
繋
ぐ
町

道
を
整
備
す
べ
き
。

︵
商
工
観
光
課
長
︶

今
後
、
ス
ー
パ
ー
大 町内、近隣市町から参加の若衆

火
勢
に
限
ら
ず
、
長
井
浜
と

う
み
ん
ぴ
あ
エ
リ
ア
を
往
来

す
る
機
会
も
増
え
て
く
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
必
要
性
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
質
問

漁
業
の
諸
問
題
に�

つ
い
て

問
若
狭
湾
で
も
磯
焼
け

が
深
刻
。
ウ
ニ
駆
除

の
実
績
は
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

計
４
回
、
６
万
５
０

０
０
個
ほ
ど
を
駆
除
し
た
。

引
き
続
き
対
策
を
講
じ
る
。

問
緊
急
的
な
支
援
と
し

て
燃
料
費
助
成
の
単

価
ア
ッ
プ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
資
材
購
入
費
の
助
成

は
で
き
な
い
か
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

今
後
の
動
向
を
注
視

し
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。

◥�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
引
き
続
き
採
用
し
た
経
緯
は

町
長	

施
工
費
及
び
維
持
管
理
、運
営
費
の
縮
減
効
果
が
見
込
ま

れ
、民
間
の
企
画
力
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る

契約満了となるホテル
うみんぴあ

※ 

囲
み
部
分
は
委
員
会
と
し
て
の

質
問
で
す
。



Ohi Town Assembly Official Report

No.69おおい町議会だより1 7

特
　
集

活
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報
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審
議
内
容

ア
ン
ケ
ー
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一
般
質
問

原
はらだ
田  和

かずみ
美

問
な
ご
み
診
療
所
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
休

止
に
な
る
。
施
設
開
設
以
来

使
用
さ
れ
て
い
な
い
１
ユ

ニ
ッ
ト
９
床
と
、
今
回
休
止

と
な
る
１
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
今
後
の
活
用
方
針
は
。

︵
町
長
︶
な
ご
み
診

療
所
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
軽
度
の
認
知
症
の

方
が
共
同
生
活
を
行
う
施
設

と
し
て
運
営
を
行
っ
て
き
た

が
、
入
所
者
の
減
少
や
職
員

の
確
保
な
ど
安
定
し
た
運
営

が
難
し
く
な
り
、
指
定
管
理

者
か
ら
休
止
の
届
出
を
受
け

た
。

　
未
使
用
の
１
ユ
ニ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

病
棟
に
お
け
る
外
部
と
の
接

触
を
避
け
る
た
め
、
臨
時
的

に
病
児
・
病
後
児
デ
イ
ケ
ア

の
保
育
場
所
と
し
て
使
用
し

て
い
る
。

　

今
回
休
止
と
な
る
１
ユ

ニ
ッ
ト
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
施
設
全
体
の
活
用
方

針
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
や
関
係
機
関
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。問

指
定
管
理
者
の
要
望

や
意
向
調
査
は
行
っ

て
い
る
の
か
。

︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

介
護
人
材
の
不
足
解

消
に
繋
が
る
よ
う
な
方
策
を

考
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

施
設
は
個
室
で
共
同

キ
ッ
チ
ン
の
作
り
に
な
っ
て

お
り
、
介
護
人
材
受
け
入
れ

の
寮
の
よ
う
な
使
い
方
も
あ

る
の
で
は
。

︵
副
町
長
︶
選
択
肢

の
ひ
と
つ
と
し
て
、

介
護
人
材
の
人
数
や
介
護
ス

タ
ッ
フ
の
生
活
支
援
等
も
含

め
、
関
係
機
関
か
ら
聞
き
取

り
を
行
い
な
が
ら
有
効
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
を
活
用
し

た
町
民
の
メ
モ
リ
ア

ル
事
業

問
子
育
て
支
援
と
し
て

の
給
付
金
・
応
援
金

な
ど
、
金
銭
的
な
支
援
事
業

を
自
治
体
間
で
競
う
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、
子

育
て
世
代
が
将
来
的
に
町
に

残
る
、
あ
る
い
は
関
係
人
口

と
し
て
町
に
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
、
公
共
施
設

を
活
用
し
た
植
樹
な
ど
の
メ

モ
リ
ア
ル
事
業
に
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か
。

︵
副
町
長
︶
町
や
関

係
団
体
が
実
施
す
る

事
業
へ
の
参
加
や
関
わ
り
な

ど
、
記
憶
に
残
る
体
験
な
ど

を
通
じ
て
町
へ
の
愛
着
を
深

め
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
る
。

問
町
長
の
考
え
は
。

︵
町
長
︶
Ｕ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
と
い
う

意
味
合
い
か
ら
重
要
と
思
っ

て
お
り
、
検
討
す
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の�

推
進
と
道
路
管
理

問
健
康
へ
の
意
識
が
高

ま
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
人
口
が
増
え
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
い
る
。
安
全
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
た
め
、
健

康
ロ
ー
ド
や
道
路
・
歩
道
の

適
切
な
管
理
は
さ
れ
て
い
る

か
。

︵
建
設
課
長
︶
安
全

か
つ
安
心
し
て
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

定
期
的
な
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
道
路
状
況
の
把
握
に

努
め
、
支
障
箇
所
に
つ
い
て

は
早
期
修
繕
を
行
い
利
用
者

の
通
行
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
努
め
る
。
県
道
に
付

随
す
る
歩
道
に
つ
い
て
は
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
県
に
適

正
な
管
理
を
働
き
か
け
て
い

く
。問

健
康
ロ
ー
ド
の
担
当

課
と
道
路
維
持
の
担

当
課
の
情
報
共
有
は
で
き
て

い
る
か
。

︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

相
互
に
連
携
を
図
っ

て
い
る
。

問
夜
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
安
全
に
つ
い
て

対
応
は
。︵

す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

安
全
第
一
で
、
照
明

器
具
の
持
参
や
服
装
な
ど
に

つ
い
て
、
啓
発
や
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

問
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

な
が
ら
道
路
の
破
損

個
所
の
連
絡
な
ど
を
行
う
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル

の
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て

は
。

︵
建
設
課
長
︶
現
時

点
に
お
い
て
は
、
道

路
利
用
者
か
ら
の
情
報
に

よ
っ
て
早
期
修
繕
対
応
に
努

め
て
い
る
。

◥�
な
ご
み
診
療
所
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
休
止
後
の�

施
設
の
活
用
は

町
長	
指
定
管
理
者
や
関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
検
討
す
る
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一
般
質
問

◥�
原
発
運
転
延
長
に
対
す
る
町
長
の
見
解
は

町
長	
現
実
的
で
必
要
な
決
断
で
あ
る

猿
さるはし
橋　  巧

たくみ

問
政
府
と
原
子
力
規
制

委
員
会
は
老
朽
原
発

に
お
け
る
最
長
60
年
の
運
転

延
長
へ
政
策
の
大
転
換
を
行

う
方
針
で
あ
る
。
町
長
の
見

解
は
。︵

町
長
︶
資
源
小
国

で
あ
る
日
本
に
と
っ

て
現
実
的
で
必
要
な
決
断
が

な
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め

て
お
り
、
安
全
性
の
確
保
が

大
前
提
で
あ
る
。

問
新
聞
社
の
調
査
に
お

い
て
、
原
発
推
進
や

運
転
延
長
に
は
60
％
か
ら

70
％
が
反
対
し
て
い
る
が
見

解
は
。

︵
町
長
︶
圧
倒
的
に

理
解
が
進
ん
で
い
な

い
中
で
、
な
ぜ
政
府
が
原
子

力
の
必
要
性
を
政
治
判
断
し

た
の
か
が
重
要
で
あ
る
。
国

民
の
生
活
と
命
を
守
る
た
め

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た

い
。問

電
力
会
社
は
中
間
貯

蔵
用
地
を
決
め
ら
れ

な
い
で
い
る
。
問
題
解
決

は
、
使
用
済
み
核
燃
料
を
こ

れ
以
上
生
み
出
さ
な
い
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
う
が
見
解

は
。

︵
町
長
︶
原
子
力
発

電
を
安
定
的
に
利
用

す
る
た
め
に
は
、
使
用
済
み

燃
料
の
安
全
な
貯
蔵
保
管
及

び
処
理
処
分
は
不
可
欠
で
あ

り
、
立
地
自
治
体
と
し
て
、

引
き
続
き
事
業
者
や
国
の
最

大
限
の
取
り
組
み
を
求
め
て

い
く
。

問
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
配
布
実
績

と
今
年
度
配
布
計
画

は
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶ 

配
布
実
績
は
、
申
請

８
世
帯
29
名
の
う
ち
、
受
け

取
り
済
み
６
世
帯
21
名
で
あ

る
。

　
配
布
計
画
は
、
50
名
の
申

請
を
見
込
ん
で
い
る
。
国
の

指
針
の
範
囲
内
で
、
よ
り
柔

軟
な
配
布
体
制
が
取
れ
な
い

か
検
討
し
て
い
く
。

問
Ｐ
Ａ
Ｚ
で
あ
る
大
島

地
区
で
も
配
布
率
は

49
％
で
あ
る
。
配
布
率
ア
ッ

プ
の
工
夫
を
求
め
る
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶ 

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
甲

状
腺
内
部
被
曝
の
予
防
低
減

効
果
や
、
事
前
配
布
の
対
象

の
要
件
な
ど
丁
寧
な
広
報
に

努
め
る
。

健
康
行
政
を
問
う

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
法
上
の
位
置

づ
け
が
５
類
に
移
行
と
な
る

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
検
査

の
全
額
公
費
負
担
が
廃
止
さ

れ
れ
ば
、
町
民
の
命
や
健
康

を
脅
か
し
、
感
染
拡
大
防
止

に
も
逆
行
す
る
の
で
は
な
い

か
。

︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

陽
性
判
明
後
の
外
来

診
療
、
入
院
費
が
原
則
自
己

負
担
と
な
る
が
、
急
激
な
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
高
額

と
な
る
薬
や
入
院
費
用
に
つ

い
て
は
公
費
支
援
を
一
定
期

間
継
続
す
る
。

問
国
民
健
康
保
険
制
度

が
都
道
府
県
単
位
に

広
域
化
さ
れ
標
準
保
険
料
に

合
わ
す
必
要
が
出
た
こ
と
に

と
も
な
い
、
激
変
緩
和
策
を

進
め
て
き
た
。
今
年
度
の
値

上
げ
は
町
の
努
力
で
抑
え
ら

れ
な
い
の
か
。

︵
副
町
長
︶
15
年
間

の
激
変
緩
和
計
画
を

策
定
し
、
過
度
な
負
担
増
と

な
ら
な
い
よ
う
財
源
措
置
を

講
じ
な
が
ら
、
段
階
的
に
保

険
税
率
を
調
整
し
て
い
る
。

買
い
物
難
民
解
消
の

方
策
は

問
買
い
物
難
民
対
策
と

し
て
集
合
型
店
舗
出

店
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
商

業
政
策
を
提
案
す
る
。

︵
副
町
長
︶
民
間
が

担
う
部
分
と
行
政
が

担
う
部
分
を
総
合
的
に
検
討

す
る
。

町
史
の
発
行
を
求
め
る

問
合
併
20
周
年
む
け
町

史
を
発
行
し
て
は
ど

う
か
。︵

教
育
長
︶
現
時
点

で
計
画
は
な
い
が
、

発
行
の
時
期
を
十
分
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

岡
田・深
谷
線
計
画

問
岡
田
深
谷
線
の
着
工

と
完
成
の
見
通
し
は
。

︵
建
設
課
長
︶ 

現
時

点
で
は
調
査
の
段
階

で
あ
り
見
通
し
は
示
せ
な
い

が
、
大
変
重
要
な
路
線
で
あ

る
た
め
早
期
の
工
事
着
手
、

全
線
開
通
に
向
け
県
に
対
し

要
望
し
て
い
く
。
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ー
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議会だより第68号で今後の議会の広報広聴活動に生かすためにアンケートを
実施し72人の方から回答を頂きました。回答者の内訳は、60歳以上の方が54人、
49歳から50歳までの11人でした。集計結果は以下のとおりです。

～注目する記事は～
　①一般質問　②審議結果　③あれからどうなった　④輝く人

【議会だよりへの意見】
・�「輝く人」が議会だよりの表紙を飾るようになってから毎号楽しみで隅々まで読む
ようになった。議会も身近に感じられる。広報担当の皆様に拍手を送りたい。

・�「町民の皆様からのひとこと」が親しみがあって楽しく見ている。
・�テレビなどはあまり見ないので、紙ベースによる情報はありがたい。
・�QRコードが最近無くなったのが残念に思う。
・�発行回数・量・質だと思います。読みやすいと思います。
・�町民に一番身近で大切な「議会だより」がさらに読みやすく、充実した内容になる
ようさらなる努力を願います。

アンケートに協力いただきありがとうございました。
調査をふまえ、「輝く人」や「町民のからのひとこと」など町民との接点を増やし、

議会がより身近になることで議会に対する関心が高まる企画に引き続き取り組みます。
紙面の都合上、皆様のすべての意見を記載していませんが、それぞれの意見を参考

に今後とも一般質問をはじめ内容の充実に努めていきます。

「議会だより」アンケート調査結果を報告します「議会だより」アンケート調査結果を報告します

特集を増やして
ほしい（12人）

町民の顔や主張を
もっと増やして
ほしい（30人）

町民の顔や主張を
もっと増やして
ほしい（30人）

情報量を
増やして
ほしい（25人）

情報量を
増やして
ほしい（25人）

未回答（11人）

その他
（5人）

（32人）
すべてをじっくり
読む（32人）
すべてをじっくり
読む（32人）

ほとんど読まない
（2人）

（38人）

必要・関心の
あるところ
だけを読む
（38人）

必要・関心の
あるところ
だけを読む
（38人）

多い（4人）未回答
（3人）
少ない
（4人）

ちょうど良い
（61人）

特集記事（23人）特集記事（23人）

臨時会・定例会の
内容（審議結果）
（30人）

臨時会・定例会の
内容（審議結果）
（30人）

一般質問
（53人）
一般質問
（53人）活動報告

（25人）
活動報告
（25人）

あれから
どうなったの？
（29人）

あれから
どうなったの？
（29人）

輝く人（27人）輝く人（27人）
その他（2人）その他（2人）
未回答（2人）未回答（2人）

「議会だより」を
年4回発行している（54人）
「議会だより」を
年4回発行している（54人）

一般質問の
「一問一答方式」（45人）
一般質問の
「一問一答方式」（45人）

チャンネルOの
生放送（再放送）（44人）

図書館での
DVD貸し出し（7人）

本会議や委員会を
自由に傍聴できる（48人）

通年議会の
実施（46人）

タブレットを活用し
ペーパーレス
（21人）

未回答（3人）

質問1　『議会だより』を
どのように読んでいますか。

質問2　ページ数について
教えてください。

質問3　『議会だより』でどの記事を
注目して読まれていますか（複数回答可）

質問4　おおい町議会の取組について、
知っている項目（複数回答可）

質問5　『議会だより』への要望があれば
ご記入ください（複数回答可）
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委
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会

2023.4.29
N
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おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
次回の定例会議は6月です。傍聴については議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期： 6月7日から6月23日まで（17日間）
本会議： 6月7日（議案提案理由説明）、6月19日（一般質問）、6月23日（採決）
委員会： 予算決算常任委員会（6月7日） 

総務・産業建設常任委員会（6月8日） 
原子力発電対策特別委員会（6月13日）

6月
定例会議の
予定

●

編
集
後
記
●

今
期
の
広
報
委
員
と
し
て
は
最
後

の
編
集
・
発
行
と
な
る
議
会
だ
よ
り

を
お
届
け
し
ま
す
。

手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
広

報
誌
を
目
指
し
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
工
夫
が
足
り
な
い
」「
も
っ

と
詳
し
く
」
な
ど
、
厳
し
い
ご
意
見

が
あ
る
一
方
、「
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」「
議
会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
す
」
と
い
う
お
言
葉
も
い
た
だ
き
、

広
報
委
員
一
同
嬉
し
泣
き
し
ま
し
た
。

信
頼
さ
れ
る
議
会
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
、
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
す
た
め
に
は
、
広
報
広
聴
活
動

の
充
実
が
何
よ
り
大
切
に
な
り
ま
す
。

議
会
の
活
性
化
、
見
え
る
化
を
一

層
進
め
、
更
に
前
に
！

今
期
の
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
読

者
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

（
原
田 

記
）

·
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
堤　
　
満
也

副
委
員
長　
　
原
田　
和
美

委　
　
員　
　
辻　
　
　
徹

　
　
〃　
　
　
細
川　
正
博

　
　
〃　
　
　
田
中　
秀
樹

　
　
〃　
　
　
屋
敷　
浩
道

事
務
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を
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ま
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名
田
庄
中
学
校

２２
年
生

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
す
ご
ろ
く

の
使
い
方
を
考
え
た
い
。

一
か
ら
考
え
て
作
る

の
は
難
し
く
、な
か

な
か
ま
と
ま
ら
ず

時
間
が
か
か
っ
た
。

た
く
さ
ん
準
備
し

て
き
た
の
で
成
功

し
て
よ
か
っ
た
。

お
礼
の
挨
拶
の

原
稿
を
忘
れ
て

あ
せ
っ
た
け
ど

ア
ド
リ
ブ
で
言

え
た
。
い
い
経

験
が
で
き
た
。

自
分
の
考
え
を
言
う
こ

と
が
で
き
た
よ
か
っ
た
。

今
回
の
発
表
は
今
ま
で

で
一
番
良
か
っ
た
。
い
い

経
験
が
で
き
た
。
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
が
ん
ば

り
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

活
動
を
が
ん
ば
り
た
い
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス

ラ
イ
ド
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
ば
っ
ち
り
で
き
た
！

普
段
は
見
る
こ
と
の
な

い
議
場
だ
っ
た
け
ど
気

楽
に
発
表
で
き
た
。

練
習
し
て
き
た
こ
と
を

全
部
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
。
今
後

も
探
求
課
題
に
つ
い
て

学
習
し
て
い
き
た
い
。

議
会
で
発
表
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
緊
張

し
た
。
感
謝
の
言
葉
を
も

ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

と
て
も
緊
張
し

た
け
ど
終
わ
っ

て
み
る
と
達
成

感
が
あ
っ
た
。

自
分
で
調
べ
た

こ
と
を
議
場
で

発
表
す
る
こ
と

な
ん
て
な
い
と

思
っ
て
い
た
の

で
、
い
い
経
験

に
な
っ
た
。

お
お
い
町
は
子
育
て
に

手
厚
く
い
い
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
人
口

減
少
し
な
い
よ
う
な
対

策
を
考
え
た
い
。

大
き
な
声
で
発
表
で
き

た
。
今
後
の
活
動
方
針

も
発
表
し
た
の
で
、町
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、お
お
い
町
の
人
口

増
加
を
目
指
し
て
取
り

組
み
た
い
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
原

稿
を
作
る
の
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
、よ
く
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
人
口
減
少

を
抑
え
る
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て

い
き
た
い
。


